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事業名 事業 事業

都市計画道路3・4・8号北８条 通 区分 街路 主体 札幌市
きた じょうどおり

起終点 自：札幌市北区北７条 西４丁目 延長
さっぽろし き た くきた じょうにし ちょうめ

至：札幌市北区北８条 西１丁目 ０．４ｋｍ
さっぽろしきたくきた じょうにし ちょうめ

事業概要 都市計画道路3・4・8号北８条通は、札幌市北区と東区を結ぶ延長3.2kmの幹線道路であり、

またＪＲ札幌駅と北区、東区の各地域を結ぶアクセス路線として重要な役割を担う路線である。本事業で

は、渋滞解消を目的とした道路拡幅事業を行うとともに、電線類地中化も併せて行うものである。

Ｈ１０年度事業化 Ｓ１１年度都市計画決定 Ｈ１０年度用地着手 Ｈ１１年度工事着手

（Ｓ５６年度変更）

全体事業費 約５７億円 事業進捗率 ８７％ 供用済延長 ０．３ｋｍ

計画交通量 ２５，１００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ２．３ 7.0 / 66億円 140 / 149億円 平成１９年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 137/ 145億円事 業 費： 6.9/ 66

億円 走行費用減少便益： 3.2/ 3.5億円(残事業) ２０．０ 維持管理費：0.07/0.07

交通事故減少便益：0.00/0.00億円

事業の効果等

・都市の再生（都市再生プロジェクトを支援する事業）

・歩行者、自転車のための生活空間の形成（交通バリアフリー法による道路特定事業）他４項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

慢性的な交通混雑など北８条通沿道環境の悪化に伴い、北区鉄西地区連合町内会や地元町内会から早期

整備に対する要望（平成18年1月12日）を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

ＪＲ札幌駅周辺や北８条通沿道において相次ぐ大型商業施設の開業に伴う集客により、慢性的な交通混

雑が起きている状況である。

事業の進捗状況、残事業の内容等

当路線の西５丁目・樽川通から西２丁目線の区間(L=0.3km)は、平成17年度までに整備完了し、供用し

ている。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

西２丁目線から創成川通の区間は、引き続き用地買収を進め、平成21年度に全線供用を予定している。

施設の構造や工法の変更等

再生アスファルト合材の活用による資源循環の促進によりコストを縮減。

交通量の少ない夜間施工にすることで、路上工事による渋滞を軽減し、環境負荷を低減。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況から勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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